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　Writing　patients
’

names 　by　hand 　on 　all　one
−dose　packages 　in　Qur 　hospital　pharmacy 　has　been

very 　time−consuming 　service ．　 For　 the　time − and 　 labor−saving 　 in　the 　hospital　pharmacy ，　 new

medication 　delivery　carts 　with 　double　 sided 　 drawer 　 were 　 intreduced．・The 　time 　for　the　one −

dose　package 　service 　and 　that　for　the　rnedication 　inspection　were 　measured 　before　 and 　after

introduction　of 　the　carts ．

　The　one −dose　package 　service 　time　per 　nursing 　unit　 was 　 greatly 　reduced 　from 　140−170　min ．

before　the 　introduction　of 　 the　carts 　to　60−100　min ．　 after 　the　introduction．　 Thus ，　 the　mean

time　required 　for　writing 　a　patient
’
s　name 　in　one −dose　package 　service 　for　7　days （1　min ．　and

22sec ，）was 　saved 　by　the　introduction　of 　the 　carts ，　That 　resulted 　 in　the　improvement　on 　the

medication 　 services 　of 　 nurse 　 for　inpatients，
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　入院調剤に お い て 1回 量包装 （以 下 ODP と略 す）が

実施 され る よ うに な っ て か ら20年近 くに な る．こ の OD

P は 錠付散 剤 の 場 合 に は ，2 種類 の 形態に 分か れ て い る

とい え る．す な わ ち，そ の ひ とつ は 分包機 で 分包 さ れ た

錠剤の 包 と散剤の 包 とを，ホ ッ チ キ ス で とめ て 1 回量 と

す る もの で あ り，他 の ひ とつ は 散剤の 中 へ 錠剤を直接分

配混入 して 1 回量 とす る 方法 で ある．しか し，後著は 調

剤指針に もあ る通 り， 奨め られ るプゴ法で は ない ．

　また ODP が完了 した 調剤薬 の ナ
ース セ ソ タ ーへ の 交

付方法 も，病院に よ り種 々 異 な っ て い る が ，大 別 し て 薬

袋 を用 い る方法 と用い な い 方法があ る．

　当院 の 入 院調剤方式 は，通 常の 場合は 薬袋を用い ず，

分包された錠剤と散剤 の 各包を ポ ッ ヂ キ ス どめ す る OD

P法 で あ る．しか も そ の うえ，1包ずつ に 患者名を薬剤

．
部 で 記 入 し，患 者 別 に ト レ

ー
に 配分 し て ナ

ース セ ン タ ー

＊ 石 川 県 金 沢 市大 樋 町 3 − 1 ： 3−1，0hhi−machi ，

　 Kanazawa −shi ，　 Ishikawa，920　Japan

へ 渡す方法で 行 っ て い た ．こ の 分包紙 へ の 患者名記入に

要す る冗長 な時 間 と労力を 合理 化す る 目的 で ，当院 に 最

も適した 与薬車を購入 使用 した とこ ろ，ODPl 乍業時間

が大幅に 短縮 さ れ，入 院調剤業務な ら びに 看護婦 の 患者

へ の 与・薬業務が きわ め て よ く改善 され た の で 報告す る．

方 法

　1． 入 院調 剤の 方法 と時間の 測定

　入院調剤の 流れ は Fig．1 に 示す よ うに ，ト レ ーを 用 い

た 方法 （以下 T 方式 とい う）と与薬車 に よ る方法 （以下

M 方式 とい う） とで は ，分包機に よ っ て 散剤お よ び錠剤

を包装す る まで は ま っ た く1司一で あ る．した が っ て そ れ

以降の 時間に つ い て測 定 した．

　T 方式の ODP 作業は ，各包中の 錠数を 処方せ ん と照

合確認 し は じめ る時点か ら，患者名 を記 入 し ，そ の あ と

散剤の 各包 とホ ッ チ キ ス で とめ 終 る まで を ODP 作業時

間とした ．ODP 作業 の 終了 し た もの に つ い て 監 査を 行

い ，ト レ
ー

の 患者名が書か れた箇所に ， 朝 ， 昼，夕 の 順
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ボ ツ チ キ ス ど めL囃 作 成 ＿ 監査＿ 薬袋 封入 ／

〉交付

　　　（ナ ース セ ソ タ ー）一 与薬 （小型 ト レ ー1こ勦 ，
べ 。 ドサ イ ドへ ）

〔M 方 式〕

・ 一 ・ DP 作 ・（驚∴轡
餬 ll線引 き

）一 ・ ・ 一 与 輔 ・・ケ ース ・ ・

　　　配分
一

→ 交 付 （ナ ース セ ソ タ ー
）
一

→ 与薬 （与 薬 車 を押 し て ベ ッ ドサ イ ドへ ）

　　　　　Fig．1．　 Flow 　Charts　from　Dispensing　to　Medication　Serv玉ces
　　　　　　　　　 of 　Nurse 　for　InPatient

　　　　　　　　　　処 方 ・ ん受 付く灘コ欝 ・

〔T 方式〕

・
一一一

・… D ・P 作 ・黨慰 ・ 入）一 ・・… ・ ・ 一 分
＼

A

序で 1 包ずつ 切 り離 し，積み 重ね て 1 人分を終了す る．
こ れ まで を監査時間とした ，

　M 方式の ODP 作業は ，患者名記入 は 省略 され ，朝，
昼 ，夕 お よ び ね る前の 区分が 必要な 場 合 は ，それ ぞ れ

赤 ， 橙 ，青お よび 黒色の マ ジ ッ ク イ ン キ に よ る線 を 引

く．T 方式同様ホ ッ チ キ ス どめ が終了す る ま で を ODP

作業時間 と した．監査 は 同様 に 行 い ， 与薬車 の 患者名 が

書か れ た 分割 ボ ッ ク ス に 朝，昼，夕お よびね る前 の それ

ぞれ 7包を切 り離して納 め ，完了する．これ ま で を監 査

時間 と した ，

　し た が っ て ，分包終了後か ら ODP 作業に取 りか か る

まで の 時間，お よび ODP 作業終了後か ら監査開始 まで

の 滞留時間は含まない 実質所要時間を計測 した ，

　T 方式に よ る測定は 昭和58年 9 月16日よ り2週間 ， M
方式に よ る場合は ， こ の 方式に切 り変えて ほ ぼ 1 ヵ 月後

の 11月 8 日 よ り 2週間行 っ た ，各病棟の 投薬日数は 7 日

分 の た め ，2 回 の 測定 を行 い ，その 平均値を求め た．

　ODP 作業を行 うの は 専従者が 1名 い るほ か は ， 外来
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Fig．2．　 Illustration　of 　Medication　Tray　and 　Medication　Cart
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〆
職・

調剤 の 状況 に 応 じて 不特定の 1 〜2 名が 加 わ るの で ，常

に同一
者とは 限 らな い が，監査は い ずれの 場合も同

一
者

が行 っ た ．

　2． 与薬 トレー （T 方式）と与薬車 （M 方式）に よる

場合のナース の与薬方法

　従来使用 して い た 与薬 ト レ ーお よ び新た に 導入 した 与

薬車を F三g．21こ示す．与：薬 トレ ーは プ ラ ス チ ッ ク 製 で 20

区画か らな り，
1 病棟に 3 個備 え て い た ．こ の 分割 ト レ

ーを ナ ース セ ン タ ー｝こ持ち 帰 り，与薬時間 に な る と看護

婦が 各患者の 枠か ら 1回 分ずつ を取 り出 し，別 の 小型 ト

レ ーに 並べ 変え て 配布す る ．そ の た め 1包ご とに 記入 さ

れ る 患者名 は 欠か せ な い もの で あ っ た ．

　与薬車は 両面引出し式 で28個 の 分割 ケース が並 び ，1

台 で 56人分 収納で きる KO −102−2型 （株式会社前 田房製

作所）で ある．分割 ケーZ の 引き手に 患者名 を 表 示 で

ぎ，内部は赤，黄 ，青 お よび白の ア ク リル 板で 4 分割さ

れ て い る．与薬時 間 に は 与薬車 をベ ッ ドサ イ ドま で押 し

て 行き， 引き出 しか らそ の 場 で 与薬す る ．

結果および考察

　個 々 の 患者 の ODPf 乍業 お よび 監査 の 所要時間の 合計

した 値 を ， 各病棟 ご と に ま とめ て Table 　1 に 示す ．監 査

111「問 は T とM 方式 の 間 に は ほ とん ど差 は な い が ，ODP

作業時間は M 方式 に よれば大幅 に 短縮 され た．こ とに N

3病棟に お い て は 90分短縮され，つ ま りT 方式 の 43％の

時間 で ODP 作業が 完了 で きた こ とに な る・

　ODP 作業時間 は 患 者 数 お よ び 1 回服用分の 包数に よ

っ て 影響を受け る こ と が考 え ら れ る．そ こ で 各病棟の 患

者 1 人当 りに 要 した 平均時間を Table　2に 示 した ．1 患

者当 りの 監査時間 は ，両 方式 の 間で きわ め て よ く似た 値

を示 した ．この こ とは監査 は ほ ぼ同 じ速 さで 行わ れ ，最

終的に は 収納形態 の 異なる T ま た は M 方式で も，それに

要す る時間は ほ とん ど変わ ら な い とい え る，した が っ て

両方式を比較す るに は監査時間は無視 して よい もの と考

えられ る ．

　一
方，T 方式 の 1患 者当 りの ODP 作業時間 とM 方式

Table　 L 　 One 　Dose　 Package 　Service　Tiine　 of 　Each 　Nursing 　Unit

丁 Method

Nursing　　　Number　　　QDP　　　Inspection
Unit 　　　　　of 　Pt ，　　　 T｛me 　　　　　丁ime　　　　　　Total

岡 Method

Number 　　　ODP　　　　Inspection
of 　Pt．　　　 Time　　　　　　Time　　　　　TotalTotalT −M

PTD
！

0
図
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Table　2．　 One　Dose　Package 　Service　Time 　for　 an 　Inpatient

NursingUnit

TMethod

00P　　　工nspection

Time　　　　Time　　　　Total

MMethed

ODP　　　Inspection
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一
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Table　3．

病 院 薬 学 VoLll
，
　 No ．4 （1985）

One　Dose　Package 　Service　Time 　by　Both　T　and 　M 　Methods 　in
the　Unchanged 　Prescriptions　of　Same　Inpatient

丁 Method

Nu・rsing 　　Number 　　　ODP　　　丁ota ユ
Unit　　　　of 　Pt，　　　Time　　　Time

MMethod

ODP 　　　Total
Time　　Time

Total　　　　ODP　　　　ODP
T覗 　　　丁一M　　 NI丁

S　3　　　　　　　3　　　　　9艦15擢　　1213811

　　 per　a　Pt．　　　3105拍

3156嚠1 　 7123“

IL19’＋
5’151‘　　　　　　　　　　o．425
1卩451脚　　　1’461［

N　3　　　　　　21　　　　69
し08 ，t

　　97121L脚　　　351011P　50 嚠10卩卩　　　3ア，11”　　　　　　　　　0．50ア
　　 per　a　Pt、　　　31171「　　　　　　　　　　　　lI4e1’　　　　　　　　　　　1「46鬮，　　　1037開

S　4　　　　　　　　フ　　　　321471臨　　45110脚圏　　　24，47，脚　37131 鬮卩

　 　 per　a　Pt．　　　4141
ト’
　　　　　　　　　　　3「32嚠」

ア
139 嚠1

　　　　　　　　　0．755
1106」仁　　　110911

N　4　　　　　　　工9　　　　76 「5711　　102132
脚1
　　　45 「37脚1

　72 鬮24伽圏
　　　30108”　　　　　　　　　　0．593

　　 per　a　Ptg　　　41031鬮　　　　　　　　　　　　2 臨241監　　　　　　　　　　　1 ’35di　　　1｝39脚1

Mean 1133，1　　　1132脚脚　　O．570

一一 1

の そ れ と の 差 （ODP ・T − M ）は ，1患者の 21包分の

記名に要した時間を表わ し，平均 1分22秒で あ っ た ．ま

た 両 方式 と も N3 ，　 S　3 ， N4 ，　 S　4 病棟 の 順に 1患者

当 りの ODP 作業時間が 長 くな っ て い る．こ れは 前 2病

棟は 外科系，後 2病棟は 内科系の 入 院患者が 多い た め ，
ODP 作業の 難易度，すな わ ち 処方内容に よ る もの と考

え られ る．

　さ らに ，調査 した 期間の どち らか に 腹雑な処方が 集中

した 可能性に よ る影響を も考慮 しなければな ら な い ．そ

こ で 両方式の 調査期間中 と も処方内容の 変わ っ て い な い

同
一

患者 を 抽出して ，そ の 合計所要時間を 求め Table　3

に 示 し た ，た だ し こ の 場合 ，
Fi＆ 3に み ら れる よ うに ，

1包中 の 錠数 の 多少は ODP 作業時間に ほ とん ど影響を

及 ぼ さな い こ とが 確認された の で t 錠数 の増減また は 種

類 の 変更が あ っ て も，で き上 が る包数が変わ らない 場合

は 同
一

内容 と して 取 り扱 っ た ．

　Table　3 に み られ る よ うに ，1患者当りの ODP お よ

び Total 時間の T 方式とM 方式の 差は ，　 Table　2 の そ

れ ぞ れ の 値 と比 較 し て 10秒多 くな っ て い るに す ぎな い ．
こ の こ とか ら ， 同

一
内容の 処方の ODP をM 方式で行 っ

た 場合の時間は T 方式の 57．O％ とな り，Table 　1 の 61．6

％ よ りゃ や小 さい もの の ，処方内容 の異なる患者分を含

め て も，それに よ る影響 は ほ とん どない もの とい っ て よ

い ．す なわ ち M 方式で は 丁方式に 比 し約40％の 時間 短 縮

min ．

5

4

3

2

1

A

　 　 ●　：　T　岡ethod

　 　 O 　：　M　Method

F量g．3．　One 　Dose　 Package 　Service　Time 　tQ　Total　Number 　 of 　Tablets

　　　　 and 　Capsules　in　a 　Package （S＝2）
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、n ．

n
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に11n 、
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4

2

．67

　 　 　 　 　 ！　　　　 2　　　　　 3　　　　 4　　　　 5　　（s）

Fig．4．　Plots　of 　One　Dose　Package 　Service　Time
　　　　（T ・

1i）　to　Tota正 Number 　of 　 Tablets　and

　　　　 Powders 　Packages （S）at 　Constant　D （D ＝

　　　　7） on 　T 　Method

CT｝
mln ．
6

4

2

　 　 　 　 　 　 　 　 　ア　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 14　 （D）

Fig．6．　Plots　of　TM 　to　Days 　of 　Prescription（D）

　　　　 at 　 Constant　 S （S＝2）on 　 M 　Method

o ）

mln ．

6

4

2

髄39

　 　 　 　 　 1 2 　3 4 5 〔〜｝

Fig．5．　P1ots　of　One　Dose　Package 　Service　Time

　　　　（TM ） to　Tetal　 Number 　of 　 Tablets　and

　　　　 Powders 　Packages （S）at　Constant　D （D ＝

　　　　7） on 　 M 　 Method

が 行わ れた とい え る．

　ODP 作業時間に 影響を及ぼ す も うひ と つ の 要 因 と し

て ，1回の 服用分 を ホ ッ チ キ ス どめ す る 包数が考え られ

る．そ こ で 1 回 服用 分 の 包 数の 和 （S ） と ODP 作業時

間 （T ）の 関係 を み る と，T 方式は Fig，4，　 M 方式は

Fig．．5 の よ うに なり，直線 T・r と TM は ほ ぼ平行とな

り，こ の 直線の 差 が患者名 記 入 に 要す る時 間 とみ なさ れ

る ．

　山名 ら
1）

の 報告 に よれ ぽ，1回服用分 の 包数の 和（S ）

と ODP 作業時間 （T ）は 直線関係 を示 し ， 投薬 日数 を

D とす る と，T （D ，
　 s ）＝（2s − 1．8）（o．54D ＋ o．4）1

4．2 の 式 を得た と して い る，こ の 場合 の ODPf 乍業は ，

ヒ ー トシール されて い な い 錠剤は 分包に よ り，ヒ
ー

トシ

ール され て い る錠剤は は さみ で裁断す る こ とに よ り1 回

の 服用 量 ご とに liζ分し ， 分包 され た散剤 とい っ し ょ に 1

回服用分ご とに 小袋に 入れる か ， ま た は ホ ッ チ キ ス で と

め る方法で 行 っ た もの で ある．

　 した が っ て 当院 の ODP 作業様式とは 異な っ て い る の

で ，山 名 ら の 方法に 準 じて ， 当院の M 方式に よ る ODP

作業 を，1 人が 行うの に 要す る時間 を推定した と こ ろ，

（1 ）式が得 ら れ た ．

N 工工
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Table　4，
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Ca 旦culated 　Value　by　Equation （1）and 　Obsorved　Value
of　One 　Dose　Package 　Service　Time

sCal ．

D＝7Obs

． Cal，
D＝14Obs

．

12345 OI50112105
」伽

31191臨

4i33圏【

5148’：

lto3卩11

，52”

2155114t40

−

51441圏

2100■1　　　 3110馳

41581層　　　　4 嚠29，5

715611　　　　6108陀

101541L　　　 gl321「

13
」
5211　　　131531鬮

D：Days　of 　prescriptjon
S
縲 臨 ，翻

cka
・es °f

　
tablets

・ ・ap ・ul ・・ and・ di・P… e ・ p・・・…

　
TM （D ，　s）＝（1．2s− o．39）（o．37D− o．73）／1．8…（1）

　（1）式の S と D に 各値を代入 し て 計算 した ODP 作業

時間を ・実測 値 と と も｝こ TabLe　4に 示す．推定値 と実測

値は ほ ぼ
一

致 して い る こ とか ら，分包機に よ っ て 分包 さ

れた 錠剤の 包と散剤の 包 とを ホ ッ チ キ ス で とめ る 方法 に

よ る ODP 作業 の 場合，それに 要する時間は ，その 投薬

目数 と 1 回服用分 の 包数 か ら，（1 ）式に よ りお お よそ推

定す る こ とが で きる。

ま　　と　　め

　与・薬車を使用 し て 入 院投薬シ ス テ ム の 合理 化を 図 っ た

と こ ろ，従来 の 約60％ の 時間で 入 院調剤を完了す る こ と

が で きる よ うに な っ た ．同時に 並 行 して い る外来調剤に

も好影響があ らわ れ ，17〜18分で あっ た 平均待時間が 11

〜13分に 短縮 され た ．

　さらに こ の 方式に ほ ぼ馴れ た H寺点で の 看護婦側か ら の

与・薬に 関す る 意見 と し て は ，各包 ご との 無記名に も不安

が な い ，ベ ッ ドサ イ ドま で の 運搬が軽くて 使い や すい ，
2 人で 半 日ほ どか け て与薬 の 整理 を し て い た 手間 が は ぶ

け た ，な どの 利点があげられ十分満足 され る結果が得ら

れ た ．

　謝辞　終 りに 当 り，懇 篤 な ご 助 言 を い た だ い た 金沢 大

学 医 学 部 付属 病院 薬 剤部長 ， 市村藤 雄 教授に 深謝す る．

文 献

1）　山 名月中，市 村 藤雄 ， 院瀬見 義 弘，水上 勇三 ： 薬

　
「
剤学，32（1），27 （1972）．

6嫺 剛
、

へ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


